
令和６年度第５回 本庄市交通政策協議会 次第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

（１）令和６年度 地域公共交通確保維持改善事業費補助金に係る

地域公共交通計画の事業評価について

（２）令和７年度 地域公共交通確保維持改善事業費補助金に係る

地域公共交通計画の変更申請（地域内フィーダー系統）について

（３）今後のスケジュール及び運行にあたって協議・合意が必要な事項

４．そ の 他

（１）オンデマンド型交通システムについて

５．閉 会

日 時：令和７年１月２０日（月）

午後１時３０分～

場 所：本庄市役所（６階）大会議室

資料１

資料３

資料２

2頁

22頁

14頁



（敬称略・順不同）

役　職 氏　　　　名 備　　　　考

会長
サ サ キ ク ニ ア キ

佐 々 木 邦 明 第１３号委員（学識経験を有する者） 早稲田大学  教授　

委員
サ イ ト ウ ジ ュ ン イ チ

齊 藤 順 一 第１号委員（本庄市長又はその指名する者） 本庄市都市整備部長

委員
タ ヌ マ ケ ン イ チ

田 沼 健 一
朝日自動車株式会社
運輸部長

委員
イ シ ク ラ ミ キ オ

石 倉 実 希 雄
十王自動車株式会社
代表取締役　社長

委員
セ キ ネ ハジメ

関 根 肇
第２号委員（一般乗合旅客自動車運送事業者が組
織する団体）

一般社団法人埼玉県バス協会　
専務理事

委員
ウ チ ダ ヨ シ ノ リ

内 田 佳 憲
本庄観光株式会社
代表取締役

委員
ア サ ミ ロ ク ロ ウ

浅 見 禄 郎
協同貨物自動車株式会社
代表取締役

委員
ジ ン グ ウ

神 宮 つ ぐ よ
本庄地区タクシー協議会
会長

委員
フ ジ タ ミツギ

藤 田 貢
一般社団法人埼玉県乗用自動
車協会　事務局長

委員
イ イ ツ カ ミ ツ ヒ ロ

飯 塚 光 弘
第５号委員（一般旅客自動車運送事業者の事業用
自動車の運転者が組織する団体の代表者）

朝日自動車労働組合
執行委員長

委員
マ チ ダ ジ ュ ン イ チ

町 田 純 一 西今井自治会長

委員
ヤ ナ ギ タ マコト

柳 田 信
本庄市老人クラブ連合会
副会長

監査委員
タ ナ カ カ ズ ナ リ

田 中 一 成 本庄商工会議所　専務理事

委員
ミ ヤ ベ タ カ オ

宮 部 孝 夫 児玉商工会　副会長

委員
タ ネ ム ラ ト モ フ ミ

種 村 朋 文
本庄市身体障害者福祉会
会長

委員
オ ギ ワ ラ マ サ ユ キ

荻 原 正 幸 第７号委員（本庄警察署長又はその指名する者） 本庄警察署交通課　課長

委員
サ カ モ ト ユ ウ ト

坂 本 悠 人 第８号委員（児玉警察署長又はその指名する者） 児玉警察署交通課　課長

委員
ム ラ カ ミ ア キ ヒ コ

村 上 晶 彦
第９号委員（国又は県の交通政策行政の経験及び
知識を有する者）

埼玉県企画財政部交通政策課　
主幹

委員
タ カ ギ ジ ュ ン コ

高 木 純 子
第１０号委員（関東運輸局埼玉運輸支局長又はそ
の指名する者）

国土交通省関東運輸局埼玉運
輸支局　首席運輸企画専門官

委員
ハ ラ ダ ヒ デ ユ キ

原 田 英 之
第１１号委員（国又は県の都市計画行政の経験及
び知識を有する者）

国土交通省関東地方整備局建
政部　都市調整官

委員
ナ カ ス ケ イ タ

中 洲 啓 太 第１２号委員（道路管理者（国道））
国土交通省大宮国道事務所　
所長

委員
ク リ ハ ラ リ ュ ウ イ チ

栗 原 龍 一 第１２号委員（道路管理者（県道））
埼玉県本庄県土整備事務所　
道路部長　

監査委員
ハヤシ ト ミ ジ

林 富 司 第１３号委員（その他協議会が必要と認める者） 本庄市議会  議員

令和6年度　本庄市交通政策協議会　委員名簿

選　　出　　区　　分
（本庄市交通政策協議会設置要綱第３条第２項）

第２号委員（一般乗合旅客自動車運送事業者）

第３号委員（一般貸切旅客自動車運送事業者）

第４号委員（一般乗用旅客自動車運送事業者が組
織する団体）

第６号委員（住民又は利用者の代表）
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事業評価の概要（評価制度の説明）

○事業評価の位置付け

本庄市交通政策協議会が策定する地域公共交通確保維持改善事業費補助金に係る「地域

公共交通計画（地域内フィーダー系統）」（デマンドバス及びシャトルバスの運行計画）は、

国の地域公共交通確保維持改善事業の支援を受けて進めているものです。該当する事業に

ついては、毎年度、協議会自らによる事業の実施状況の確認及び評価（以下「自己評価」

という。）を行い、自己評価の結果を国に報告することになっています。

また、自己評価(１次評価)は、国の設置する第三者評価委員会の審議を経て２次評価結

果として協議会に通知され、評価結果を地域公共交通計画の別紙に反映することとされて

います。

なお、令和６年度「地域公共交通計画（地域間幹線系統）」（朝日自動車株式会社の運行

する路線バスの運行計画）までは県が事業評価を行いますが、令和７年度「地域公共交通

計画（地域間幹線系統）」からは本庄市交通政策協議会が事業評価を行います（令和８年１

月の事業評価にて実施）。

○事業評価の流れ

地域公共交通計画（地域内フィーダー系統）と事業評価との関係は、次のとおりです。

令和５年５月２６日(金)開催の令和５年度第１回協議会で審議・策定

↓ ↓

↓ ↓

今回ご審議いただく内容になります。令和７年１月末までに国土交通省へ報告します。

↓ ↓

↓ ↓

令和７年５月(予定)協議会を開催。評価結果を踏まえ、令和８年度分の地域公共交通計

画の別紙を策定。対象期間は令和７年１０月１日～令和８年９月３０日となります。

令和６年度 地域公共交通計画

（地域内フィーダー系統）

事 業 実 施

実施期間：R5.10.1～R6.9.30

自己評価（１次評価）

２ 次 評 価

次 の 計 画 へ 反 映
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別
添

１

令
和

7
年

1
月

2
0
日

協
議

会
名

：

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

①
運

行
事

業
者

②
事

業
概

要
③

前
回

（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）

デ
マ

ン
ド

型
交

通
「
は

に
ぽ

ん
号

」
営

業
区

域
：
本

庄
北

地
域

運
行

日
：
月

曜
～

土
曜

運
行

時
間

帯
：
８

時
～

１
７

時
運

賃
：
３

０
０

円

A
A

デ
マ

ン
ド

型
交

通
「
は

に
ぽ

ん
号

」
営

業
区

域
：
本

庄
南

地
域

運
行

日
：
月

曜
～

土
曜

運
行

時
間

帯
：
８

時
～

１
７

時
運

賃
：
３

０
０

円

A
A

デ
マ

ン
ド

型
交

通
「
は

に
ぽ

ん
号

」
営

業
区

域
：
児

玉
市

街
地

運
行

日
：
月

曜
～

土
曜

運
行

時
間

帯
：
８

時
～

１
７

時
運

賃
：
３

０
０

円

A
A

デ
マ

ン
ド

型
交

通
「
も

と
い

ず
み

号
」

営
業

区
域

：
児

玉
山

間
地

域
運

行
日

：
月

曜
～

土
曜

運
行

時
間

帯
：
８

時
～

１
７

時
運

賃
：
３

０
０

円

A
A

令
和

６
年

度
　

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
地

域
公

共
交

通
計

画
／

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

に
基

づ
く
事

業
）

本
庄

市
交

通
政

策
協

議
会

④
事

業
実

施
の

適
切

性
⑤

目
標

・
効

果
達

成
状

況

朝
日

自
動

車
㈱

利
用

者
数

の
目

標
未

達
成

に
つ

き
、

路
線

の
再

編
や

ダ
イ

ヤ
、

運
行

方
法

の
見

直
し

の
議

論
を

行
い

、
周

辺
環

境
や

行
動

特
性

の
変

化
な

ど
に

対
応

す
べ

き
と

の
評

価
結

果
を

受
け

た
。

こ
れ

を
受

け
、

デ
マ

ン
ド

バ
ス

の
運

行
形

態
の

見
直

し
を

令
和

6
年

度
地

域
公

共
交

通
計

画
に

位
置

付
け

、
令

和
7
年

3
月

の
デ

マ
ン

ド
バ

ス
予

約
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
た

準
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
デ

マ
ン

ド
バ

ス
の

①
利

用
者

数
、

②
予

約
不

成
立

件
数

、
③

収
支

率
に

つ
い

て
定

量
的

な
目

標
を

定
め

た
。

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
と

お
り

、
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
目

標
を

達
成

し
た

。

目
標

①
：
利

用
者

数
(1

0
,6

0
4

人
)

実
績

：
1
0
,6

5
3
人

分
析

：
利

用
者

数
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

減
少

傾
向

に
あ

っ
た

が
、

令
和

6
年

度
は

コ
ロ

ナ
前

の
水

準
に

戻
り

つ
つ

あ
る

状
況

で
、

昨
年

度
に

比
べ

、
利

用
者

数
は

増
加

し
て

い
る

。

目
標

②
：
予

約
不

成
立

件
数

(9
0
0
件

)
実

績
：
7
0
0
件

分
析

：
予

約
不

成
立

件
数

は
、

住
民

主
体

で
地

域
支

え
合

い
を

考
え

る
「
協

議
体

」
と

連
携

し
作

成
し

た
チ

ラ
シ

を
配

布
し

、
デ

マ
ン

ド
バ

ス
の

予
約

の
繋

が
り

や
す

い
時

間
帯

を
周

知
し

た
こ

と
に

よ
り

、
予

約
不

成
立

件
数

は
減

少
し

て
い

る
。

目
標

③
：
収

支
率

(5
.8

％
以

上
)

実
績

：
5
.9

％
分

析
：
利

用
者

数
の

増
加

に
加

え
、

国
庫

補
助

金
の

増
額

に
よ

り
、

収
支

率
は

改
善

し
て

い
る

。

デ
マ

ン
ド

バ
ス

の
予

約
シ

ス
テ

ム
の

改
善

が
課

題
で

あ
り

、
Ａ

Ｉを
活

用
し

た
デ

マ
ン

ド
バ

ス
配

車
シ

ス
テ

ム
等

の
「
Ａ

Ｉオ
ン

デ
マ

ン
ド

型
交

通
シ

ス
テ

ム
」
を

令
和

7
年

3
月

に
導

入
し

、
利

便
性

向
上

の
た

め
の

改
善

を
図

る
。
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別
添

１

本
庄

観
光

㈱

本
庄

シ
ャ

ト
ル

便
「
は

に
ぽ

ん
シ

ャ
ト

ル
」

系
統

：
本

庄
駅

南
口

～
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
（
３

ｋ
ｍ

）
運

行
回

数
：
１

３
．

５
回

／
日

運
賃

：
２

０
０

円

利
用

者
数

の
目

標
未

達
成

に
つ

き
、

路
線

の
再

編
や

ダ
イ

ヤ
、

運
行

方
法

の
見

直
し

の
議

論
を

行
い

、
周

辺
環

境
や

行
動

特
性

の
変

化
な

ど
に

対
応

す
べ

き
と

の
評

価
結

果
を

受
け

た
。

こ
れ

を
受

け
、

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

の
時

刻
表

の
定

期
的

な
見

直
し

を
令

和
6

年
度

地
域

公
共

交
通

計
画

に
位

置
付

け
る

と
と

も
に

、
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
の

①
利

用
者

数
、

②
収

支
率

に
つ

い
て

定
量

的
な

目
標

を
定

め
た

。

A
事

業
が

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た

と
お

り
、

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
A

事
業

が
計

画
に

位
置

付
け

ら
れ

た
目

標
を

達
成

し
た

。

目
標

①
：
利

用
者

数
(1

0
,3

2
3

人
)

実
績

：
1
2
,8

6
5
人

分
析

：
利

用
者

数
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

減
少

傾
向

に
あ

っ
た

が
、

令
和

6
年

度
は

コ
ロ

ナ
前

の
水

準
に

戻
り

つ
つ

あ
る

状
況

で
、

昨
年

度
に

比
べ

、
利

用
者

数
は

増
加

し
て

い
る

。

目
標

②
：
収

支
率

(1
8
.1

％
以

上
)

実
績

：
2
1
.6

％
分

析
：
利

用
者

数
の

増
加

に
加

え
、

国
庫

補
助

金
の

増
額

に
よ

り
、

収
支

率
は

改
善

し
て

い
る

。

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

の
時

刻
表

の
定

期
的

な
見

直
し

が
課

題
で

あ
り

、
令

和
4
年

1
0
月

1
日

か
ら

、
新

幹
線

の
到

着
時

間
に

合
わ

せ
た

時
刻

表
へ

の
見

直
し

を
行

っ
て

お
り

、
利

用
状

況
を

確
認

し
な

が
ら

、
利

便
性

向
上

の
た

め
の

改
善

を
図

る
。
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別
添

１
－

２

事
業

実
施

と
地

域
公

共
交

通
計

画
／

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

と
の

関
連

に
つ

い
て

令
和

7
年

1
月

2
0
日

協
議

会
名

：
本

庄
市

交
通

政
策

協
議

会

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（
事

業
実

施
の

目
的

・
必

要
性

）

【
本

庄
市

地
域

公
共

交
通

計
画

の
基

本
方

針
】

①
「
安

全
・
安

心
で

よ
り

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
」

②
「
輸

送
資

源
を

最
大

限
に

活
用

し
た

公
共

交
通

体
系

の
維

持
・
確

保
」

【
上

記
を

踏
ま

え
た

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
維

持
の

目
的

・
必

要
性

】
超

高
齢

社
会

の
到

来
に

よ
り

、
将

来
に

わ
た

っ
て

安
心

し
て

利
用

で
き

る
公

共
交

通
へ

の
需

要
が

高
ま

っ
て

お
り

、
今

あ
る

輸
送

資
源

を
最

大
限

に
活

用
す

る
こ

と
も

視
野

に
、

本
市

の
公

共
交

通
体

系
を

維
持

・
確

保
す

る
た

め
に

は
、

基
軸

と
な

る
路

線
バ

ス
に

接
続

す
る

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
の

運
行

が
必

要
で

あ
る

。
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令
和

５
年

４
月

～
令

和
１

０
年

３
月

　
令
和

６

　

地
域

の
公

共
交

通
等

の
現

況
・
課

題

令
和

5
年

度
第

1回
（
令

和
5年

5
月

26
日

 ）
・
令

和
6
年

度
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事

業
費

補
助

金
に

係
る

地
域

公
共

交
通

計
画

を
承

認
 

令
和

6年
度

 
第

4
回

（令
和

6
年

11
月

1
日

）
 

・令
和

6年
度

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

補
助

金
交

付
申

請
 

第
5
回

（
令

和
7年

1
月

20
日

）
 

・
令

和
6
年

度
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事

業
費

補
助

金
に

係
る

地
域

公
共

交
通

計
画

の
事

業
評

価協
議

会
開

催
状

況

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

行
う

事
業

の
今

年
度

実
施

状
況

ア
ピ

ー
ル

ポ
イ

ン
ト

　
路
線

バ
ス

(
地
域

間
幹

線
系
統

）
、

デ
マ

ン
ド
バ

ス
及
び

シ
ャ
ト

ル
バ
ス

の
相
互

乗
り
継

ぎ
の

促
進
を

図
る
た

め
、
豊

富
な
割

引
メ
ニ

ュ
ー

を
用

意
し

て
い
る

。

　

交
通

計
画

の
計

画
期

間

交
通

計
画

の
基

本
的

な
方

針
／

定
性

的
な

目
標

　

【
本

庄
市

地
域
公

共
交
通

計
画
の

基
本
方

針
】

①
安

全
・

安
心
で

よ
り
利

便
性
の

高
い
公

共
交
通

サ
ー
ビ

ス
の

提
供
、

②
輸

送
資

源
を
最

大
限
に

活
用
し

た
公
共

交
通
体

系
の
維

持
・

確
保

【
評
価

指
標

・
目
標

値
】

○
利

用
者

数
（
利

用
実
績

値
の
向

上
）

　
・

デ
マ

ン
ド
バ

ス
：
1
0
,
6
04
人
　

・
シ

ャ
ト
ル

バ
ス
：

1
0
,3
2
3
人

○
予

約
不

成
立
件

数
（
運

行
サ
ー

ビ
ス
に

対
す
る

利
用
者

満
足

度
の
向

上
）

　
・

デ
マ

ン
ド
バ

ス
：
9
0
0
件
（

現
状

よ
り

減
少
）

○
収

支
率

（
公
共

交
通

体
系
の

維
持
・

確
保

）
　
・
デ

マ
ン

ド
バ
ス

：
5
.8
％

以
上

 
・
シ

ャ
ト

ル
バ
ス

：
1
8.
1
％
以

上
【
当
該

指
標

・
目
標

値
を
設

定
し
た

理
由

】
  
・

デ
マ

ン
ド
バ

ス
及
び

シ
ャ
ト

ル
バ
ス

の
利
用

実
績

値
の
向

上
を
図

る
た
め

、
現
状

値
に

年
間
の

伸
び
率

1
％
を

乗
じ
た

値
を
目

標
値
と

し
た
。

　
・

運
行

サ
ー

ビ
ス
に

対
す
る

利
用
者

満
足
度

の
向
上

を
図
る

た
め

、
デ

マ
ン
ド

バ
ス
不

成
立
件

数
の
減

少
を
指

標
と
し

た
。

 
 ・

デ
マ

ン
ド

バ
ス
及

び
シ
ャ

ト
ル
バ

ス
の

維
持

・
確

保
を
図

る
た
め

、
収
支

率
を
現

状
値
か

ら
低
下

さ
せ

な
い
こ

と
を
指

標
と
し

た
。

【
効
果

】
  
・

デ
マ

ン
ド
バ

ス
の
運

行
に
よ

り
、
交

通
不
便

地
域
の

解
消

が
図
れ

、
高
齢

者
等
の

交
通
弱

者
の
移

動
手
段

が
確

保
さ
れ

る
。

  
・

既
存

路
線
バ

ス
、
デ

マ
ン
ド

バ
ス
及

び
シ
ャ

ト
ル
バ

ス
の

相
互
の

乗
り
継

ぎ
に
よ

り
、
公

共
交
通

で
の
市

内
移

動
が
快

適
に
行

え
る
ネ

ッ
ト

  
 
 ワ

ー
ク
が

形
成
さ

れ
る
。

　
現
在

、
本

市
の
主

要
拠
点

間
の
移

動
手
段

は
、
本

庄
地
域

と
児

玉
地
域

(
平
成

１
８

年
に
本

庄
市
と

児
玉
町

と
の
合

併
に
よ

り
現
本

庄
市

と
な

る
。

)
の
間

を
結

ぶ
路
線

バ
ス
が

担
っ
て

い
る
。

し
か
し

、
急
速

な
少

子
高
齢

化
の
進

展
や
人

口
の
減

少
、
マ

イ
カ
ー

の
利

用
を
前

提
と
し

た
生
活

ス
タ

イ
ル
の

定
着
等

に
よ
り

、
公
共

交
通
の

利
用
は

減
少

傾
向
に

あ
り
、

そ
の
維

持
・
確

保
が
課

題
と
な

っ
て

い
る
。

【
デ

マ
ン

ド
バ
ス

】
・

デ
マ

ン
ド

バ
ス
の

運
行
形

態
の
見

直
し
を

令
和
6
年

度
地

域
公
共

交
通
計

画
に
位

置
づ
け

、
令

和
7
年
3
月

の
デ

マ
ン
ド

バ
ス
予

約
シ
ス

テ
ム

 
 の

構
築
に

向
け

、
シ
ス

テ
ム

事
業
者

の
選
定

等
の

準
備

を
進
め

た
。

【
シ

ャ
ト

ル
バ
ス

】
・

シ
ャ

ト
ル

バ
ス
の

利
用

実
績

値
の
向

上
を
図

る
た
め

、
停
留

所
の
あ

る
本
庄

早
稲

田
駅
周

辺
で
の

イ
ベ
ン

ト
と
連

携
し

、
移
動

手
段
の

周
知

　
を

行
っ

た
。

面
  
積

  
  
  
 8

9.
6
9ｋ

㎡

人
口

　
（
R

6
.4

.1
時

点
）

　
　

　
7
7,

0
13

人

　
1
5
歳

未
満

　
　

　
　

8
,3

83
人

　
6
5
歳

以
上

　
　

　
2
2,

7
6
3
人

高
　

齢
　

化
　

率
　

　
　

　
2
9.

6
 ％

一
部

山
村

指
定

6



もといずみ号【デマンド型】
児玉山間地域、児玉市街地(一部)を
運行。（朝夕は通学バスとして利用）

はにぽん号【デマンド型】
児玉市街地を運行。

はにぽん号【デマンド型】
本庄南地域を運行。

はにぽん号【デマンド型】
本庄北地域を運行。(一部時
間帯、通学バスとして利用)

至　伊勢崎市

至　寄居町

至 

神
川
町

児玉駅

はにぽんシャトル【乗合バス型】
本庄駅と本庄早稲田駅の駅間
を結ぶ交通。

(路
線

バ
ス

①
)

(路
線

バ
ス

②
)

(路
線

バ
ス

③
)

(路線バス④)

本庄早
稲田駅

本庄駅

 

運行路線 運行事業者

① 伊勢崎駅～本庄駅北口 十王自動車㈱

② 本庄駅南口～本庄早稲田駅～寄居車庫 協同貨物自動車㈱

③
本庄駅南口(宮本町車庫)～（児玉高校）～児玉
折返し場～赤城乳業千本さくら工場 朝日自動車㈱

④ 本庄駅南口～神泉総合支所

路線バス一覧

市内公共交通の概要
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本庄駅

1：本庄駅南口

本庄早稲田駅

🚏

🚏2：駅南交番前

🚏

🚏

🚏

🚏

🚏

🚏

3：南本町

4：けや木

5：新田原

6：法務局南

7：久下塚

8：本庄早稲田駅北口

本庄シャトル便 路線図

＜路線概要＞

起点：本庄駅南口

終点：本庄早稲田駅

営業キロ：３．０ｋｍ

バス停数：８か所

平均バス停間距離：約４３０ｍ
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①
デ

マ
ン

ド
交

通
（
は

に
ぽ

ん
号

・
も

と
い

ず
み

号
）
　

利
用

者
数

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

2
5
日

2
4
日

2
4
日

2
3
日

2
3
日

2
5
日

2
5
日

2
3
日

2
5
日

2
6
日

2
6
日

2
3
日

2
9
2
日

2
9
1
日

月
　

間
3
7
5

4
1
0

4
1
1

3
4
5

3
7
2

3
7
0

3
4
6

3
3
1

3
2
2

3
4
2

3
4
7

3
4
5

4
,3

1
6

4
,2

9
7

0
.4

%
１

日
平

均
1
5
.0

 
1
7
.1

 
1
7
.1

 
1
5
.0

 
1
6
.2

 
1
4
.8

 
1
3
.8

 
1
4
.4

 
1
2
.9

 
1
3
.2

 
1
3
.3

 
1
5
.0

 
1
4
.8

 
1
4
.8

 
-
0.

1
%

月
　

間
3
3
9

3
2
3

3
1
9

2
8
0

3
1
0

3
6
0

3
6
5

3
4
5

3
3
5

3
4
2

3
2
2

3
1
5

3
,9

5
5

3
,8

4
9

2
.8

%
１

日
平

均
1
3
.6

 
1
3
.5

 
1
3
.3

 
1
2
.2

 
1
3
.5

 
1
4
.4

 
1
4
.6

 
1
5
.0

 
1
3
.4

 
1
3
.2

 
1
2
.4

 
1
3
.7

 
1
3
.5

 
1
3
.2

 
2
.6

%
月

　
間

1
5
0

1
3
0

1
2
2

1
5
3

1
5
4

1
2
5

1
4
3

1
3
4

1
6
4

1
9
3

1
4
4

1
4
6

1
,7

5
8

1
,8

5
6

-
5.

3
%

１
日

平
均

6
.0

 
5
.4

 
5
.1

 
6
.7

 
6
.7

 
5
.0

 
5
.7

 
5
.8

 
6
.6

 
7
.4

 
5
.5

 
6
.3

 
6
.0

 
6
.4

 
-
5.

9
%

月
　

間
6
8

4
8

5
8

4
6

5
1

4
2

5
1

5
4

5
1

6
8

4
0

4
7

6
2
4

5
5
9

1
1.

6
%

１
日

平
均

2
.7

 
2
.0

 
2
.4

 
2
.0

 
2
.2

 
1
.7

 
2
.0

 
2
.3

 
2
.0

 
2
.6

 
1
.5

 
2
.0

 
2
.1

 
1
.9

 
1
2.

5
%

月
　

間
9
3
2

9
1
1

9
1
0

8
2
4

8
8
7

8
9
7

9
0
5

8
6
4

8
7
2

9
4
5

8
5
3

8
5
3

1
0
,6

5
3

1
0
,5

6
1

0
.9

%
１

日
平

均
3
7
.3

 
3
8
.0

 
3
7
.9

 
3
5
.8

 
3
8
.6

 
3
5
.9

 
3
6
.2

 
3
7
.6

 
3
4
.9

 
3
6
.3

 
3
2
.8

 
3
7
.1

 
3
6
.5

 
3
6
.3

 
0
.5

%

②
シ

ャ
ト

ル
便

（
は

に
ぽ

ん
シ

ャ
ト

ル
）
　

利
用

者
数

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

3
1日

3
0日

3
1日

3
1日

2
9日

3
1日

3
0日

3
1日

3
0日

3
1日

3
1日

3
0日

3
6
6日

3
6
5
日

月
　

間
1
,2

4
5

1
,0

1
5

9
9
9

1
,0

0
0

8
7
6

1
,0

2
1

9
4
2

1
,0

3
7

1
,1

1
5

1
,2

4
5

1
,1

7
4

1
,1

9
6

1
2
,8

6
5

1
1
,3

9
2

1
2.

9
%

１
日

平
均

4
0
.2

 
3
3
.8

 
3
2
.2

 
3
2
.3

 
3
0
.2

 
3
2
.9

 
3
1
.4

 
3
3
.5

 
3
7
.2

 
4
0
.2

 
3
7
.9

 
3
9
.9

 
3
5
.2

 
3
1
.2

 
1
2.

7
%

デ
マ

ン
ド

交
通

・
シ

ャ
ト

ル
便

　
利

用
者

数
（
令

和
６

年
度

　
地

域
公

共
交

通
計

画
）

令
和

５
年

令
和

６
年

運
行

日
数

令
和

５
年

令
和

６
年

運
行

日
数

合
計

参
考

(Ｒ
5
年

度
)

前
年

比

は
に

ぽ
ん

号
(本

庄
北

）
は

に
ぽ

ん
号

(本
庄

南
）

は
に

ぽ
ん

号
(児

玉
市

街
地

)

も
と

い
ず

み
号

（
児

玉
山

間
)

市
内

合
計

合
計

参
考

(Ｒ
5
年

度
)

前
年

比

シ
ャ

ト
ル

便
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令
和

6
年

度
　

デ
マ

ン
ド

電
話

予
約

　
お

断
り

数
と

キ
ャ

ン
セ

ル
数

▼
▽

×
△

▼
▽

×
△

▼
▽

×
△

▼
▽

×
△

▼
▽

×
△

▼
▽

×
△

▼
▽

×
△

▼
▽

×
△

7
32

34
5

7
74

10
4

11
11

70
95

7
5

97
90

11
0

51
77

96
0

92
14
5
11
5

0
67

74
52

0
51

48
37

19
27

40
7

26
89

12
2

13
19

97
89

5
15

12
0

95
8

0
76

13
6

93
0
11
1
16
6

71
0
10
1

84
56

2
89

81
35

11
18

1
1

1
23

12
2

6
24

6
1

5
39

11
1

0
49

7
11

0
38

19
15

0
31

1
8

0
53

3
2

0
2

0
0

0
5

1
0

1
0

0
0

1
0

0
0

0
3

1
1

0
2

1
0

0
1

0
0

0
1

0
0

37
79

75
13

34
19
1
23
9

26
37

19
1
19
0

13
26

25
6
19
6

20

▼
キ
ャ
ン
セ
ル
（
連
絡
無
し
）

▽
キ
ャ
ン
セ
ル
（
連
絡
有
り
）

×
混
雑
の
た
め
希
望
の
時
間
が
取
れ
ず
、
断
念
し
た

△
混
雑
の
た
め
希
望
の
時
間
が
取
れ
ず
、
時
間
を
変
更
し
て
予
約
し
た

：
件
/年

件
/年

件
/年

）
：

件
/年

件
/年

※
件
/年

）
※
本
庄
市
地
域
公
共
交
通
計
画
 
評
価
指
標
④
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
予
約
不
成
立
件
数
」
（
現
状
値
：
1,
00
0件

/年
 
目
標
値
：
70
0件

/年
）

令
和
5年

10
月
〜
令
和
6年

9月
ま
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル
等
を
集
計
し
た
も
の

当
日

１
週
間
前
〜
前
日

8
:0

0
～

1
0
:0

0
1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
1
3
:0

0
～

1
5
:0

0
1
5
:0

0
～

1
7
:0

0
8
:0

0
～

1
0
:0

0
1
0
:0

0
～

1
2
:0

0
1
3
:0

0
～

1
5
:0

0
1
5
:0

0
～

1
7
:0

0

本
庄
北
地
域

本
庄
南
地
域

児
玉
市
街
地

児
玉
山
間
地
域

当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル

85
1

（
連
絡
あ
り
：

71
7

連
絡
な
し
：

13
4

当
日
の
予
約
断
念
・
変
更

77
2

（
予
約
断
念
：

70
0

予
約
変
更
：

72

12
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陸上交通様式第１（日本産業規格Ａ列４番）

本 交 政 第 ２ ５ 号

令和６年１１月１１日

国土交通大臣 殿

氏名又は名称 本庄市交通政策協議会

住 所 埼玉県本庄市本庄３－５－３

代 表 者 氏 名 佐々木 邦明（公印省略）

地域公共交通計画変更届出書

令和６年９月２５日付け国総地第１２５号で国土交通大臣より認定された地域公共

交通計画を以下のとおり変更するので、関係書類を添えて届出します。

○ 変更日

令和７年３月１日

○ 変更箇所

提出資料のうち、赤字で記載の部分

・本庄市地域公共交通計画別紙

・上記記載の地域公共交通計画の該当ページ（写し）

・表１地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概

要及び運送予定者（地域内フィーダー系統）

○ 変更理由

令和７年３月１日からデマンドバスの運行区域を従来の本庄北・本庄南地域を統

合した「本庄地域」と児玉市街地・児玉山間地域を統合した「児玉地域」の 2 つの区

域に変更するため。

※本届出書に、変更する事項を全て記した地域公共交通計画を添付すること。

※「変更理由」は、具体的に記述すること。

14

資料２

令和7年3月変更分



表
１

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

よ
り

運
行

を
確

保
・
維

持
す

る
運

行
系

統
の

概
要

及
び

運
送

予
定

者
（
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
）

【
変

更
前

】
令

和
７

年
度

起
点

経
由

地
終

点
運

行
態

様
の

別

基
準

ハ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

・
９

）

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
等

と
接

続
の

確
保

基
準

ホ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

の
み

）

（
注

）
神

泉
線

・
・
・
本

庄
駅

南
口

～
神

泉
総

合
支

所
線

児
玉

線
・
・
・
本

庄
駅

南
口

（
宮

本
町

車
庫

）
～

（
児

玉
高

校
）
～

児
玉

折
返

し
場

～
赤

城
乳

業
千

本
さ

く
ら

工
場

線

１
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

等
」
に

運
賃

低
廉

化
を

行
う

運
行

サ
ー

ビ
ス

の
名

称
を

記
載

す
る

こ
と

。

２
．

区
域

運
行

又
は

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

運
行

系
統

の
「
経

由
地

」
に

営
業

区
域

又
は

運
賃

低
廉

化
対

象
地

域
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
「
起

点
」
、

「
終

点
」
及

び
「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

３
．

「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
循

環
系

統
の

場
合

に
は

、
往

又
は

復
の

ど
ち

ら
か

の
欄

に
キ

ロ
程

を
記

載
し

、
も

う
片

方
の

欄
に

「
循

環
」
と

記
載

す
る

こ
と

。

４
．

「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
及

び
「
運

送
継

続
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
は

、
利

便
増

進
計

画
又

は
運

送
継

続
計

画
の

認
定

を
受

け
、

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

に
係

る
特

例
措

置
の

適
用

（
別

表
９

又
は

別
表

１
０

）
を

受
け

て
補

助
対

象
と

な
る

場
合

の
み

「
○

」
を

記
載

す
る

こ
と

。

５
．

「
運

行
態

様
の

別
」
に

つ
い

て
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

運
行

、
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

６
．

「
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

等
と

接
続

の
確

保
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
が

接
続

す
る

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
又

は
地

域
間

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
ど

の
よ

う
に

接
続

を
確

保
す

る
か

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。

７
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

」
「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

８
．

本
表

に
記

載
す

る
運

行
予

定
系

統
を

示
し

た
地

図
及

び
運

行
ダ

イ
ヤ

を
添

付
す

る
こ

と
。

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

営
業

区
域

を
示

し
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

運
行

系
統

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

の
基

準
適

合
（
別

表
７

・
別

表
９

・
別

表
１

０
）

往
3
.0

ｋ
ｍ

復
3
.0

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

市
区

町
村

名
運

送
予

定
者

名
運

行
系

統
名

等
（
申

請
番

号
）

系
統

キ
ロ

程

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

運 送 継 続 特 例 措 置

本
庄

観
光

（
株

）
(1

)
本

庄
シ

ャ
ト

ル
便

本
庄

駅
南

口
新

田
原

本
庄

早
稲

田
駅

北
口

3
6
5
日

4
9
2
7
.5

回
路

線
定

期
運

行
①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

朝
日

自
動

車
（
株

）
(2

)
本

庄
北

地
域

デ
マ

ン
ド

本
庄

北
地

域
2
9
3
日

4
8
9
3
回

区
域

運
行

①
・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
「
松

澤
医

院
」

・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

北
口

西
」
「
本

庄
駅

南
口

」

③

朝
日

自
動

車
（
株

）
(3

)
本

庄
南

地
域

デ
マ

ン
ド

本
庄

南
地

域
2
9
3
日

4
6
8
8
回

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
に

接
続

停
留

所
「
飯

塚
内

科
産

婦
人

科
」
「
和

菓
子

い
い

じ
ま

前
」

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

児
玉

線
に

接
続

停
留

所
「
や

な
い

歯
科

医
院

」
・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
「
松

澤
医

院
」

・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

北
口

西
」
「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

朝
日

自
動

車
（
株

）
(4

)
児

玉
市

街
地

デ
マ

ン
ド

児
玉

市
街

地
2
9
3
日

2
5
9
4
回

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

児
玉

線
に

接
続

停
留

所
「
高

関
」
「
浜

坂
歯

科
医

院
」
「
吉

田
林

大
北

」
「
木

田
歯

科
医

院
」
「
埼

玉
り

そ
な

銀
行

児
玉

支
店

前
」
「
木

村
医

院
」
「
児

玉
折

返
し

場
」
「
児

玉
警

察
署

」
・
Ｊ

Ｒ
八

高
線

に
接

続
停

留
所

「
児

玉
駅

前
」

③

朝
日

自
動

車
（
株

）
(5

)
児

玉
山

間
地

域
デ

マ
ン

ド
児

玉
山

間
地

域
2
9
3
日

1
3
7
7
回

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

児
玉

線
に

接
続

停
留

所
「
木

田
歯

科
医

院
」
「
埼

玉
り

そ
な

銀
行

児
玉

支
店

前
」
「
木

村
医

院
」
「
児

玉
折

返
し

場
」
「
児

玉
警

察
署

」
・
Ｊ

Ｒ
八

高
線

に
接

続
停

留
所

「
児

玉
駅

前
」

③

本
庄

市

15



表
１

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

よ
り

運
行

を
確

保
・
維

持
す

る
運

行
系

統
の

概
要

及
び

運
送

予
定

者
（
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
）

【
変

更
後

】
令

和
７

年
度

起
点

経
由

地
終

点
運

行
態

様
の

別

基
準

ハ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

・
９

）

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
等

と
接

続
の

確
保

基
準

ホ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

の
み

）

（
注

）
神

泉
線

・
・
・
本

庄
駅

南
口

～
神

泉
総

合
支

所
線

児
玉

線
・
・
・
本

庄
駅

南
口

（
宮

本
町

車
庫

）
～

（
児

玉
高

校
）
～

児
玉

折
返

し
場

～
赤

城
乳

業
千

本
さ

く
ら

工
場

線

１
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

等
」
に

運
賃

低
廉

化
を

行
う

運
行

サ
ー

ビ
ス

の
名

称
を

記
載

す
る

こ
と

。

２
．

区
域

運
行

又
は

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

運
行

系
統

の
「
経

由
地

」
に

営
業

区
域

又
は

運
賃

低
廉

化
対

象
地

域
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
「
起

点
」
、

「
終

点
」
及

び
「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

３
．

「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
循

環
系

統
の

場
合

に
は

、
往

又
は

復
の

ど
ち

ら
か

の
欄

に
キ

ロ
程

を
記

載
し

、
も

う
片

方
の

欄
に

「
循

環
」
と

記
載

す
る

こ
と

。

４
．

「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
及

び
「
運

送
継

続
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
は

、
利

便
増

進
計

画
又

は
運

送
継

続
計

画
の

認
定

を
受

け
、

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

に
係

る
特

例
措

置
の

適
用

（
別

表
９

又
は

別
表

１
０

）
を

受
け

て
補

助
対

象
と

な
る

場
合

の
み

「
○

」
を

記
載

す
る

こ
と

。

５
．

「
運

行
態

様
の

別
」
に

つ
い

て
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

運
行

、
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

６
．

「
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

等
と

接
続

の
確

保
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
が

接
続

す
る

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
又

は
地

域
間

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
ど

の
よ

う
に

接
続

を
確

保
す

る
か

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。

７
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

」
「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

８
．

本
表

に
記

載
す

る
運

行
予

定
系

統
を

示
し

た
地

図
及

び
運

行
ダ

イ
ヤ

を
添

付
す

る
こ

と
。

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

営
業

区
域

を
示

し
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

運
行

系
統

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

の
基

準
適

合
（
別

表
７

・
別

表
９

・
別

表
１

０
）

往
3
.0

ｋ
ｍ

復
3
.0

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

市
区

町
村

名
運

送
予

定
者

名
運

行
系

統
名

等
（
申

請
番

号
）

系
統

キ
ロ

程

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

運 送 継 続 特 例 措 置

本
庄

市

本
庄

観
光

（
株

）
(1

)
本

庄
シ

ャ
ト

ル
便

本
庄

駅
南

口
新

田
原

本
庄

早
稲

田
駅

北
口

3
6
5
日

4
9
2
7
.5

回
路

線
定

期
運

行
①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

朝
日

自
動

車
（
株

）
(2

)
本

庄
地

域
デ

マ
ン

ド
本

庄
地

域
2
9
3
日

9
4
8
9
回

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
「
松

澤
医

院
」
「
飯

塚
内

科
産

婦
人

科
」
「
和

菓
子

い
い

じ
ま

前
」
「
や

な
い

歯
科

医
院

」
・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

北
口

西
」
「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

朝
日

自
動

車
（
株

）
(3

)
児

玉
地

域
デ

マ
ン

ド
児

玉
地

域
2
9
3
日

3
9
5
6
回

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

児
玉

線
に

接
続

停
留

所
「
高

関
」
「
浜

坂
歯

科
医

院
」
「
吉

田
林

大
北

」
「
木

田
歯

科
医

院
」
「
埼

玉
り

そ
な

銀
行

児
玉

支
店

前
」

「
木

村
医

院
」
「
児

玉
折

返
し

場
」
「
児

玉
警

察
署

」
・
Ｊ

Ｒ
八

高
線

に
接

続
停

留
所

「
児

玉
駅

前
」

・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

16



17



陸上交通様式第１（日本産業規格Ａ列４番）

本 交 政 第 ２ ６ 号

令和６年１１月１１日

国土交通大臣 殿

氏名又は名称 本庄市交通政策協議会

住 所 埼玉県本庄市本庄３－５－３

代 表 者 氏 名 佐々木 邦明（公印省略）

地域公共交通計画変更届出書

令和６年９月２５日付け国総地第１２５号で国土交通大臣より認定された地域公共

交通計画を以下のとおり変更するので、関係書類を添えて届出します。

○ 変更日

令和７年４月１日

○ 変更箇所

提出資料のうち、赤字で記載の部分

・本庄市地域公共交通計画別紙

・表１地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概

要及び運送予定者（地域内フィーダー系統）

○ 変更理由

令和７年４月１日からデマンドバスの運行事業者及び運行時間が変更になるた

め。

※本届出書に、変更する事項を全て記した地域公共交通計画を添付すること。

※「変更理由」は、具体的に記述すること。
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令和7年4月変更分



表
１

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

よ
り

運
行

を
確

保
・
維

持
す

る
運

行
系

統
の

概
要

及
び

運
送

予
定

者
（
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
）

【
変

更
前

】
令

和
７

年
度

起
点

経
由

地
終

点
運

行
態

様
の

別

基
準

ハ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

・
９

）

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
等

と
接

続
の

確
保

基
準

ホ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

の
み

）

（
注

）
神

泉
線

・
・
・
本

庄
駅

南
口

～
神

泉
総

合
支

所
線

児
玉

線
・
・
・
本

庄
駅

南
口

（
宮

本
町

車
庫

）
～

（
児

玉
高

校
）
～

児
玉

折
返

し
場

～
赤

城
乳

業
千

本
さ

く
ら

工
場

線

１
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

等
」
に

運
賃

低
廉

化
を

行
う

運
行

サ
ー

ビ
ス

の
名

称
を

記
載

す
る

こ
と

。

２
．

区
域

運
行

又
は

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

運
行

系
統

の
「
経

由
地

」
に

営
業

区
域

又
は

運
賃

低
廉

化
対

象
地

域
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
「
起

点
」
、

「
終

点
」
及

び
「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

３
．

「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
循

環
系

統
の

場
合

に
は

、
往

又
は

復
の

ど
ち

ら
か

の
欄

に
キ

ロ
程

を
記

載
し

、
も

う
片

方
の

欄
に

「
循

環
」
と

記
載

す
る

こ
と

。

４
．

「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
及

び
「
運

送
継

続
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
は

、
利

便
増

進
計

画
又

は
運

送
継

続
計

画
の

認
定

を
受

け
、

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

に
係

る
特

例
措

置
の

適
用

（
別

表
９

又
は

別
表

１
０

）
を

受
け

て
補

助
対

象
と

な
る

場
合

の
み

「
○

」
を

記
載

す
る

こ
と

。

５
．

「
運

行
態

様
の

別
」
に

つ
い

て
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

運
行

、
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

６
．

「
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

等
と

接
続

の
確

保
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
が

接
続

す
る

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
又

は
地

域
間

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
ど

の
よ

う
に

接
続

を
確

保
す

る
か

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。

７
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

」
「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

８
．

本
表

に
記

載
す

る
運

行
予

定
系

統
を

示
し

た
地

図
及

び
運

行
ダ

イ
ヤ

を
添

付
す

る
こ

と
。

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

営
業

区
域

を
示

し
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

運
行

系
統

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

の
基

準
適

合
（
別

表
７

・
別

表
９

・
別

表
１

０
）

往
3
.0

ｋ
ｍ

復
3
.0

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

市
区

町
村

名
運

送
予

定
者

名
運

行
系

統
名

等
（
申

請
番

号
）

系
統

キ
ロ

程

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

運 送 継 続 特 例 措 置

本
庄

市

本
庄

観
光

（
株

）
(1

)
本

庄
シ

ャ
ト

ル
便

本
庄

駅
南

口
新

田
原

本
庄

早
稲

田
駅

北
口

3
6
5
日

4
9
2
7
.5

回
路

線
定

期
運

行
①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

朝
日

自
動

車
（
株

）
(2

)
本

庄
地

域
デ

マ
ン

ド
本

庄
地

域
2
9
3
日

9
4
8
9
回

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
「
松

澤
医

院
」
「
飯

塚
内

科
産

婦
人

科
」
「
和

菓
子

い
い

じ
ま

前
」
「
や

な
い

歯
科

医
院

」
・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

北
口

西
」
「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

朝
日

自
動

車
（
株

）
(3

)
児

玉
地

域
デ

マ
ン

ド
児

玉
地

域
2
9
3
日

3
9
5
6
回

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

児
玉

線
に

接
続

停
留

所
「
高

関
」
「
浜

坂
歯

科
医

院
」
「
吉

田
林

大
北

」
「
木

田
歯

科
医

院
」
「
埼

玉
り

そ
な

銀
行

児
玉

支
店

前
」

「
木

村
医

院
」
「
児

玉
折

返
し

場
」
「
児

玉
警

察
署

」
・
Ｊ

Ｒ
八

高
線

に
接

続
停

留
所

「
児

玉
駅

前
」

・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③
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表
１

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に

よ
り

運
行

を
確

保
・
維

持
す

る
運

行
系

統
の

概
要

及
び

運
送

予
定

者
（
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
）

【
変

更
後

】
令

和
７

年
度

起
点

経
由

地
終

点
運

行
態

様
の

別

基
準

ハ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

・
９

）

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
等

と
接

続
の

確
保

基
準

ホ
で

該
当

す
る

要
件

（
別

表
７

の
み

）

朝
日

自
動

車
（
株

）
(3

)
1
1
6
4
回

本
庄

タ
ク

シ
ー

（
株

）
(4

)
1
3
1
1
回

（
注

）
神

泉
線

・
・
・
本

庄
駅

南
口

～
神

泉
総

合
支

所
線

児
玉

線
・
・
・
本

庄
駅

南
口

（
宮

本
町

車
庫

）
～

（
児

玉
高

校
）
～

児
玉

折
返

し
場

～
赤

城
乳

業
千

本
さ

く
ら

工
場

線

１
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

等
」
に

運
賃

低
廉

化
を

行
う

運
行

サ
ー

ビ
ス

の
名

称
を

記
載

す
る

こ
と

。

２
．

区
域

運
行

又
は

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

運
行

系
統

の
「
経

由
地

」
に

営
業

区
域

又
は

運
賃

低
廉

化
対

象
地

域
を

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
「
起

点
」
、

「
終

点
」
及

び
「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

３
．

「
系

統
キ

ロ
程

」
に

つ
い

て
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

な
お

、
循

環
系

統
の

場
合

に
は

、
往

又
は

復
の

ど
ち

ら
か

の
欄

に
キ

ロ
程

を
記

載
し

、
も

う
片

方
の

欄
に

「
循

環
」
と

記
載

す
る

こ
と

。

４
．

「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
及

び
「
運

送
継

続
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
は

、
利

便
増

進
計

画
又

は
運

送
継

続
計

画
の

認
定

を
受

け
、

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

に
係

る
特

例
措

置
の

適
用

（
別

表
９

又
は

別
表

１
０

）
を

受
け

て
補

助
対

象
と

な
る

場
合

の
み

「
○

」
を

記
載

す
る

こ
と

。

５
．

「
運

行
態

様
の

別
」
に

つ
い

て
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

運
行

、
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

６
．

「
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

等
と

接
続

の
確

保
」
に

つ
い

て
は

、
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
が

接
続

す
る

補
助

対
象

地
域

間
幹

線
系

統
又

は
地

域
間

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
ど

の
よ

う
に

接
続

を
確

保
す

る
か

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

。

７
．

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

「
運

行
系

統
名

」
「
利

便
増

進
特

例
措

置
」
に

つ
い

て
記

載
を

要
し

な
い

。

８
．

本
表

に
記

載
す

る
運

行
予

定
系

統
を

示
し

た
地

図
及

び
運

行
ダ

イ
ヤ

を
添

付
す

る
こ

と
。

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
の

場
合

は
、

営
業

区
域

を
示

し
た

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

運
行

系
統

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

の
基

準
適

合
（
別

表
７

・
別

表
９

・
別

表
１

０
）

往
3
.0

ｋ
ｍ

復
3
.0

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

往
　

　
　

ｋ
ｍ

復
　

　
　

ｋ
ｍ

市
区

町
村

名
運

送
予

定
者

名
運

行
系

統
名

等
（
申

請
番

号
）

系
統

キ
ロ

程

計
画

運
行

日
数

計
画

運
行

回
数

利 便 増 進 特 例 措 置

運 送 継 続 特 例 措 置

本
庄

市

庄
和

観
光

バ
ス

（
株

）
(1

)
本

庄
シ

ャ
ト

ル
便

本
庄

駅
南

口
新

田
原

本
庄

早
稲

田
駅

北
口

3
6
5
日

4
9
2
7
.5

回
路

線
定

期
運

行
①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

本
庄

タ
ク

シ
ー

（
株

）
(2

)
本

庄
地

域
デ

マ
ン

ド
本

庄
地

域
2
9
3
日

9
8
7
0
回

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

神
泉

線
及

び
児

玉
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

南
口

」
「
松

澤
医

院
」
「
飯

塚
内

科
産

婦
人

科
」
「
和

菓
子

い
い

じ
ま

前
」
「
や

な
い

歯
科

医
院

」
・
Ｊ

Ｒ
高

崎
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
駅

北
口

西
」
「
本

庄
駅

南
口

」
・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③

児
玉

地
域

デ
マ

ン
ド

児
玉

地
域

2
9
3
日

区
域

運
行

①

・
補

助
対

象
地

域
間

幹
線

系
統

児
玉

線
に

接
続

停
留

所
「
高

関
」
「
浜

坂
歯

科
医

院
」
「
吉

田
林

大
北

」
「
木

田
歯

科
医

院
」
「
埼

玉
り

そ
な

銀
行

児
玉

支
店

前
」

「
木

村
医

院
」
「
児

玉
折

返
し

場
」
「
児

玉
警

察
署

」
・
Ｊ

Ｒ
八

高
線

に
接

続
停

留
所

「
児

玉
駅

前
」

・
Ｊ

Ｒ
上

越
・
北

陸
新

幹
線

に
接

続
停

留
所

「
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
」

③
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運行にあたって協議・合意が必要な事項

（１）【シャトルバス】ラッピング

シャトルバスのラッピングは、現行のデザインと同等のものを基本としつつ、

デマンドバスと区別ができるデザインとする。

現行のデザイン

変更後のデザイン（案）

22

資料３


